
動物実験に関する自己点検・評価報告書

大阪教育大学

令和６年９月

（対象期間　令和５年４月１日～令和６年３月３１日）



Ⅰ．規程及び体制等の整備状況

　１．機関内規程

　１）評価結果

　　　　■　基本指針に適合する機関内規程が定められている。

　　　　□　機関内規程は定められているが、一部に改善すべき点がある。

　　　　□　機関内規程が定められていない。

　２）自己点検の対象とした資料

　　　・大阪教育大学動物実験等の実施に関する規程

　３）評価結果の判断理由（改善すべき点があれば、明記する。）

　４）改善の方針

　　　・該当なし

　２．動物実験委員会

　１）評価結果

　　　　■　基本指針に適合する動物実験委員会が置かれている。

　　　　□　動物実験委員会は置かれているが、一部に改善すべき点がある。

　　　　□　動物実験委員会は置かれていない。

　２）自己点検の対象とした資料

　　　・大阪教育大学動物実験等の実施に関する規程

　　　・動物実験委員会委員名簿

　３）評価結果の判断理由（改善すべき点があれば、明記する。）

　４）改善の方針

　　　・該当なし

　　　・基準及び指針に適合した動物実験委員会が組織、運営されている。なお、外部検証で指摘を
        受けた委員の要件については規程改正を進めており、委員の体制については令和５年度から
        改善済である。

・ 環境省の「実験動物の飼養及び保管並びに苦痛の軽減に関する基準」（以下、基準）と文部
   科学省の「研究機関等における動物実験等の実施に関する基本指針」（以下、基本指針）を
   踏まえた機関内規程が定められている。なお、外部検証で指摘を受けた点について令和５年
   10月に改正済である。



　３．動物実験の実施体制

　（動物実験計画書の立案、審査、承認、結果報告の実施体制が定められているか？）

　１）評価結果

　　　　■　基本指針に適合し、動物実験の実施体制が定められている。

　　　　□　動物実験の実施体制が定められているが、一部に改善すべき点がある。

　　　　□　動物実験の実施体制が定められていない。

　２）自己点検の対象とした資料

　　　・大阪教育大学動物実験等の実施に関する規程

　　　・動物実験計画書

　　　・動物実験終了・中止報告書

　　　・飼養保管施設設置承認申請書

　　　・動物実験室設置承認申請書

　　　・施設（飼養保管施設・動物実験室）廃止届

　３）評価結果の判断理由（改善すべき点があれば、明記する。）

　４）改善の方針

　　　・該当なし

　４．安全管理に注意を要する動物実験の実施体制

　（遺伝子組み換え動物実験、感染動物実験等の実施体制が定められているか？）

　１）評価結果

　　　■　該当する動物実験の実施体制が定められている。

　　　□　該当する動物実験の実施体制が定められているが、一部に改善すべき点がある。

　　　□　該当する動物実験の実施体制が定められていない。

　　　□　該当する動物実験は、行われていない。

　２）自己点検の対象とした資料

　　　・大阪教育大学動物実験等の実施に関する規程

　　　・大阪教育大学放射線障害予防規程

　　　・大阪教育大学遺伝子組換え実験安全管理規程

　３）評価結果の判断理由（改善すべき点があれば、明記する。）

　４）改善の方針

　　　・該当なし

　　　・動物実験の実施に必要な動物実験規程等が適正に定められている。
　　　　なお、外部検証で指摘を受けた様式について令和５年10月に改正済である。

　　　・規程、規則等により実施体制が定められている。なお、現在安全管理に注意を要する
        動物実験は行っていない。なお、外部検証で指摘を受けた点について令和５年10月に改正済
        である。



　５．実験動物の飼養保管の体制

　　（機関内における実験動物の飼養保管施設が把握され、各施設に実験動物管理者が置かれ

　ているか？）

　１）評価結果

　　　■　基本指針や実験動物飼養保管基準に適合し、適正な飼養保管の体制である。

　　　□　概ね良好であるが、一部に改善すべき点がある。

　　　□　多くの改善すべき問題がある。

　２）自己点検の対象とした資料

　　　・大阪教育大学動物実験等の実施に関する規程

　　　・ハトの飼養・保管に関する標準業務手順書

　　　・マウス及びラットの飼養・保管に関する標準業務手順書

　　　・小型・中型オウム目の飼養・保管に関する標準業務手順書

　　　・飼養保管施設設置承認申請書

　　　・動物実験室設置承認申請書

　　　・施設（飼養保管施設・動物実験室）廃止届

　　　・火災・地震等災害発生時の連絡通報体制（対応マニュアル含む）

　３）評価結果の判断理由（改善すべき点や問題があれば、明記する。）

　４）改善の方針

　　　・該当なし

　６．その他（動物実験の実施体制において、特記すべき取り組み及びその点検・評価結果）

　　　・特になし

　　　・規程により飼養保管施設の要件と申請様式が定められている。
　　　　また、災害時の対応マニュアルや動物種ごとの標準業務手順書を定めている。
　　　　なお、外部検証で指摘を受けた様式について令和５年10月に改正済である。



　Ⅱ．実施状況

　１．動物実験委員会

　　（動物実験委員会は、機関内規程に定めた機能を果たしているか？）

　１）評価結果

　　　■　基本方針に適合し、適正に機能している。

　　　□　概ね良好であるが、一部に改善すべき点がある。

　　　□　多くの改善すべき問題がある。

　２）自己点検の対象とした資料

　　　・大阪教育大学動物実験等の実施に関する規程

　　　・動物実験委員会委員名簿

　　　・動物実験委員会議事要旨

　　　・飼養保管施設視察記録

　３）評価結果の判断理由（改善すべき点や問題があれば、明記する。）

　　　・規程に定められた事項の審議を行った。

　４）改善の方針

　　　・該当なし

　２．動物実験の実施状況

　　（動物実験計画書の立案、審査、承認、結果報告が実施されているか？）

　１）評価結果

　　　■　基本指針に適合し、適正に動物実験が実施されている。

　　　□　概ね良好であるが、一部に改善すべき点がある。

　　　□　多くの改善すべき問題がある。

　２）自己点検の対象とした資料

　　　・動物実験委員会議事要旨

　　　・動物実験計画書

　　　・動物実験計画承認書

　　　・動物実験終了・中止報告書

　　　・動物実験自己点検票

　３）評価結果の判断理由（改善すべき点や問題があれば、明記する。）

　４）改善の方針

　　　・該当なし

　　　・動物実験計画書を審査するとともに実験終了・中止報告書、動物実験自己点検票により
　　　　実施状況を把握した。



　３．安全管理を要する動物実験の実施状況

　　（当該実験が安全に実施されているか？）

　１）評価結果

　　　□　該当する動物実験が適正に実施されている。

　　　□　概ね良好であるが、一部に改善すべき点がある。

　　　□　多くの改善すべき問題がある。

　　  ■　該当する動物実験は、行われていない。

　２）自己点検の対象とした資料（安全管理上の事故等があれば、事故記録を対象とする。）

　　　・動物実験計画書

　３）評価結果の判断理由（改善すべき点や問題があれば、明記する。）

　　　・安全管理に注意を要する動物実験を行っていない。

　４）改善の方針

　　　・該当なし

　４．実験動物の飼養保管状況

　　（実験動物管理者の活動は適切か？飼養保管は飼養保管手順書等により適正に実施されて

　いるか？）

　１）評価結果

　　　□　基本指針や実験動物飼養保管基準に適合し、適正に実施されている。

　　　■　概ね良好であるが、一部に改善すべき点がある。

　　　□　多くの改善すべき問題がある。

　２）自己点検の対象とした資料

　　　・マウス及びラットの飼養・保管に関する標準業務手順書(マニュアル)

　　　・小型・中型オウム目の飼養・保管に関する標準業務手順書（マニュアル）

　　　・実験動物飼養保管状況の自己点検票

　３）評価結果の判断理由（改善すべき点や問題があれば、明記する。）

　４）改善の方針

　　　・該当なし

　　　・飼養保管施設視察記録

　　　・ハトの飼養・保管に関する標準業務手順書（マニュアル）

　　　・飼養保管状況について、自己点検及び動物実験委員会の視察により問題が無いことを
        確認した。なお、外部検証で指摘を受けた標準業務手順書については見直しを進めている。



　５．施設等の維持管理の状況

　　（機関内の施設等は適正な維持管理が実施されているか？修理等の必要な施設や設備に、

　改善計画は立てられているか？）

　１）評価結果

　　　□　基本指針や実験動物飼養保管基準に適合し、適正に維持管理されている。

　　　■　概ね良好であるが、一部に改善すべき点がある。

　　　□　多くの改善すべき問題がある。

　２）自己点検の対象とした資料

　　　・飼養保管施設・動物実験室一覧

　　　・実験動物飼養保管状況の自己点検票

　３）評価結果の判断理由（改善すべき点や問題があれば、明記する。）

　４）改善の方針

　　　・該当なし

　６．教育訓練の実施状況

　　（実験動物管理者、動物実験実施者、飼養者等に対する教育訓練を実施しているか？）

　１）評価結果

　　　□　基本指針や実験動物飼養保管基準に適合し、適正に実施されている。

　　　■　概ね良好であるが、一部に改善すべき点がある。

　　　□　多くの改善すべき問題がある。

　２）自己点検の対象とした資料

　　　・動物実験教育訓練受講者名簿

　　　・教育訓練資料

　３）評価結果の判断理由（改善すべき点や問題があれば、明記する。）

　４）改善の方針

　　　・該当なし

　　　・飼養保管施設について、自己点検及び動物実験委員会の視察により問題が無いことを確認
         した。なお、外部検証で指摘を受けた点については見直しを進めている。

　　　・規程に従い適正に実施しているが、外部検証で指摘を受けた内容の充実については検討を
        進めている。

　　　・飼養保管施設視察記録



　７．自己点検・評価、情報公開

　　（基本指針への適合性に関する自己点検・評価、関連事項の情報公開を実施しているか？）

　１）評価結果

　　　■　基本指針に適合し、適正に実施されている。

　　　□　概ね良好であるが、一部に改善すべき点がある。

　　　□　多くの改善すべき問題がある。

　２）自己点検の対象とした資料

　　　・動物実験に関する自己点検・評価報告書（案）

　３）評価結果の判断理由（改善すべき点や問題があれば、明記する。）

　４）改善の方針

　８．その他

　　（動物実験の実施状況において、機関特有の点検・評価事項及びその結果）

　動物実験委員会の構成

総合教育系

多文化教育系

総合教育系
健康安全教育系 応用健康科学

生態学、環境学
その他学識経験を有する者 倫理学

実験心理学

　　　・ホームページ上に自己点検・評価報告書を掲載する等して、本学の動物実験に関する情報を
        公開している。

基本方針上の役割

動物実験等に関して優れた識見を有する者

実験動物に関して優れた識見を有する者
理数情報教育系

実験心理学
専門分野所属

　　　　https://osaka-kyoiku.ac.jp/university/joho/houtei/others.html

　　　　https://osaka-kyoiku.ac.jp/faculty/renkei_rule/doubutsu.html

　　　・大阪教育大学HP

　令和５年度の申請件数及び承認件数
　　　・申請件数　４件　　　・承認件数　４件

　実験動物の種類・使用個体数
　　セキセイインコ　 ５個体　・　デンショバト　４個体（渡邉准教授）
　　デンショバト　 　 ６個体（大河内教授）
　　ラット　　　　    　 ０個体（榎木准教授）※実験中止につき使用しなかった。
　
　研究目的
　　・承認番号2301(渡邉准教授）
　　　セキセイインコ・デンショバトがそれぞれデルブーフ錯視図形をどのように知覚するかを明らかにする。
　　・承認番号2302(榎木准教授） ※実験中止
　　　習慣的な筋力発揮が骨格筋内のミトコンドリアの代謝活性を亢進させるのか検討する。
　　・承認番号2303(榎木准教授）　※実験中止
　　　朝食欠食および深夜の高脂肪食が骨格筋のエネルギー代謝にどのような影響を及ぼすのか検討する。
　　・承認番号2304(大河内教授）
　　　相互強化の即時性、依存性、配分率がハトのキイつつきに及ぼす影響を検討する。
　
　教育訓練の実施
　　受講者０名　※令和５年度承認申請4件のうち対象者のいる２件の研究は中止したため。
　　（内容）ネット配信動画の視聴、動物愛護管理法、動物実験の適正な実施に向けたガイ
　　　　　　  ドライン、学内規程・各種業務手順等

　飼養保管施設数　３

　　　・該当なし


